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な ん と 早 い 梅 雨 入 り 。 も う 少 し ま ぶ し い 緑 の 季 節 を 堪 能 し た か っ た 気 も し ま

すが、梅雨と 新緑と いう取り合わ せも季 節感あふれる 風景で す。  

現在会員登録数 3,545 人さま。次号は６ 月 22 日発行の予定 で す／  
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 《４》行って来ま し た！（休載）  
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【１】お知ら せ  
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●  再スタート 10 周年  －次の 10 年のために－  記念寄付の お 願い  

＜特別キャン ペーン ＞を実施中で す！  

５月 11 日から６ 月 10 日までの期間中 、１ 万円以上ご寄 付いた だいた方全員

に、下記の中 からお ひとつプレゼ ントい たします。  

〈１〉富安陽 子さん のサイン本  １冊（限 定 30 冊、期間終了 後 抽選）  

〈２〉 IICLO グッズ（イイクロちゃ ん）  全 ７種類セット  

〈３〉当財団 発行の 報告集  １冊  

皆様からのご 支援、 ご協力を心か らお願 い申し上げま す。  

詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html#special 

 

● YouTube「大阪国際 児童文学振興 財団  公 式チャンネル  IICLO」  

https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

子ども向けに 紹介す る「 YouTube 版  本の海大冒険」（絵本 編・読物編・ＹＡ編・

科学編、各回 3～ 5 分）は毎週金曜日に、大人向けに紹 介する「新刊子どもの

本  ここがオススメ ！ 」（各回約 30 分）は毎月 10 日に配信し て います。  

ぜひご覧くだ さい。 チャンネル登 録もよ ろしくお願い します 。  

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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【２】コラム  
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Masayo 's Talk 

***************************************************************** 

『夜明けをつ れてく る犬』吉田桃 子 /著  Naffy/装画  講談社  2021年 4月  

http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html#special
https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


対象年齢：小 学校高 学年以上  

 

あらすじ：小 学５年 生の美咲は、 人前で 話すことが苦 手で、 約１年前に死 ん

でしまったレ オンと いう犬の骨を 見なが ら、心の中で レオン に語りかける

日々を送って いる。 学校では卒業 式に、 大きな声で卒 業生を 「おくる言

葉」を言わな ければ いけないが、 声を出 すことができ ない。 そんな中、新

しくできた花 屋さん でレオンにそ っくり の犬を見つけ 、花屋 さんと知り合

いになったこ とから 、新しい犬を 手に入 れるための譲 渡会に 家族で参加す

ることに同意 する。  

 

Ｙ：美咲の繊 細な気 持ちが描かれ た作品 でした。  

Ｍ ： 愛 す る ペ ッ ト の 死 を 描 き な が ら 、 感 傷 的 に な ら ず に 美 咲 の 気 持 ち が 丁 寧

に 描 か れ て い る 点 が い い と 思 い ま し た 。 ま た 、 動 物 に 人 間 の 言 葉 を し ゃ べ

ら せ た り せ ず 、 お 花 屋 さ ん の 犬 も 、 譲 渡 会 で 出 会 っ て 飼 う こ と に な っ た 犬

も、人間とは異 なる種 として存在し ており、そのことが、美 咲を勇 気づけて

いることが伝 わって きました。  

Ｙ ： 美 咲 の 声 が 出 せ な い 状 態 を 「 の ど の 真 ん 中 あ た り に つ ま っ て い る 見 え な

いビー玉」と書 かれて いてうまいな と思い ました。そして 、声が 出せるよう

に な る た め に は 、 多 く の 積 み 重 ね と タ イ ミ ン グ が 必 要 だ と い う こ と が わ か

るように描か れてい る点にリアリ ティを 感じました。  

Ｍ：作 品の中で、美 咲 は自分の気持 ちをか なり整理し、言葉 化し ています。で

きすぎのよう にも受 け取れますが 、読者は これを読んで 、「 ああ 自分の感じ

て い た こ と は こ れ だ っ た の か な 」 と 思 う の か も 知 れ ま せ ん 。 そ う い う 意 味

ではわかりや すさが 魅力にもなっ ていま す。  

Ｙ ： 譲 渡 会 か ら 連 れ て 帰 っ て く る 犬 の サ ン は 虐 待 を 受 け て い た た め 、 大 き な

声で鳴くこと ができ ません。「声が 出ない 」という点で美 咲と共 通しており 、

美咲がサンを 大事に 思う気持ちが 理解で きます。  

Ｍ ： 美 咲 が 花 屋 の 葉 子 さ ん と 仲 良 く な る と い う 点 も 作 品 の 魅 力 で す 。 学 校 で

友 だ ち の い な い 美 咲 が 地 域 で 異 年 齢 の 女 性 と 友 だ ち に な る 。 そ し て 、 葉 子

さ ん も 苦 し み を 抱 え て お り 、 二 人 が そ の 点 で つ な が り ま す 。 こ の よ う な 友

だ ち 関 係 は 、 学 校 し か 居 場 所 は な い と 思 っ て い る 子 ど も た ち に と っ て 救 い

になると思い ます。  

Ｙ：家族は美 咲のこと を心から心配 し、また 見守っていま すが、そ れでも美咲

が 自 分 以 外 の 家 族 同 士 の 会 話 や 、 母 の 友 だ ち へ の 電 話 の 内 容 に シ ョ ッ ク を

受ける姿が描 かれて います。この ことは とても自然に 感じま した。  

Ｍ ： 黒 を 基 調 と し た 表 紙 絵 は 都 会 的 で お し ゃ れ で す 。 少 し 空 想 的 で 独 特 の 雰

囲気がある挿 絵に惹 かれて読む読 者もい ると思いまし た。  

 

＊今回のゲス トは愛 知淑徳大学教 授の酒 井晶代（Ｍ） さんで す。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 69 回「けだもの 運 動会」  

 「賢治」に なって いく  

 

文 庫 本 で ４ ペ ー ジ と 少 し の ご く 短 い 作 品 で す 。 タ イ ト ル の あ と に ［ 冒 頭 原 稿

一枚？なし ］とあり 、おしまいには［以下原 稿なし］と もあります から、前も

あとも原稿が うしな われてしまっ たよう です。  

 



書き出しの原 稿がな いのに、ど うして 、「 けだもの運動 会」と いうタイトル が

つ い て い る の か 。 こ れ は 、 作 者 の 没 後 に 刊 行 さ れ た 二 番 め の 全 集 、 十 字 屋 版

『宮沢賢治全 集』第５ 巻（ 1940 年）に収録 さ れたとき、仮につけら れたのが、

そのまま引き つがれ ているもので す。  

 

のこされた原 稿は、い きなり、「 いかん。貴様 が勝つにきま ってる じゃないか。

第一そんなも のは社 会の風教に害 がある 。退れ 。」と 獅子が狐 を叱りつける こ

と ば で は じ ま り ま す 。 運 動 会 で ど ん な 競 争 を す る か 、 獅 子 が 動 物 た ち か ら ア

イ デ ィ ア を あ つ め て い る の で す 。 獅 子 が 感 服 し て 採 用 し た の は 、 象 の 意 見 で

した。  

 

〈 こ れ は 私 の 考 え で は 鉄 棒 ぶ ら さ が り 競 争 と い う も の は ど う だ ろ う 。 (中

略 )これならば腕の 強 い丈夫なもの はから だも重い、腕の弱い も のはその代

りからだも軽 いと、 こう云うわけ でごく 公平だろうと 思われ る。〉  

 

いよいよ、運動会 当日 です。楽隊は、ブカ ブ カどんどんや ってい ます。獅子が

「鉄棒ぶらさ がり競 争、用意っ。」「かか れっ。」とさけ びます 。審判官は、時

計をもった豹 です。「 二十秒。」―虎が 落ち ます。「 四十秒 。」― 熊 が落ちて、い

っしょに百匹 ばかり 落ちました。  

「「 七 十 秒 。」 と 豹 が 叫 び ま し た ら カ ン ガ ル ー が ク ル ク ル ク ル ッ と ま わ っ て 落

ちました。」―こ れで もう原稿があ りませ ん。いった い、この 運 動会はどうな

る の で し ょ う 。 私 た ち は 、 十 字 屋 版 全 集 の 編 者 が タ イ ト ル を お ぎ な っ た よ う

に、懸命に 物語を継 ぎ足そうとし ます。競争というテ ーマか ら、「蜘 蛛となめ

くじと狸」や「どん ぐ りと山猫」を思い 出し て、作者の考えを 補足 しようとす

るかもしれま せん。私たちは、いわば 、「 賢治」になってい く 体験をするので

す。  

 

賢治童話は未 定稿が 多く、私たちはし ば しば「賢治」になりま すが、「けだ も

の運動会」は 、その 楽しみを大い に味わ わせてくれま す。 (馬 車別当 ) 

 

（本文の引用 は、角 川文庫版『ま なづる とダアリヤ』 により ました。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ２３  

***************************************************************** 

 

太郎々々たん 圃  

田圃の中に  

可哀や  太郎 が  泥 たんぼ。  

 

たろ／＼たん ぼ  

  田圃の太 郎  

    来た れやほ たろが飛んで 居る。  

 

たろ／＼  ほ たろ  

  田圃のほ たろ  

    てら せや太 郎の来る路を ！  

 

（「おとぎ ばなし  太 郎々々田圃」 さゞな み /作  『幼年世界 』（博文館） 6 巻

7 号、 8 号  1916（大 正 5）年 7 月、 8 月）  



 

近代児童文学 の祖と 言われる巖谷 小波（ 1870-1933）の「おとぎ ばなし」。前 の

年、蛍狩りを していた 太郎が田圃に 落ちて 死んでしまっ たため、一年後、太郎

の 回 向 に な る よ う な 歌 を 作 っ て 、 子 ど も た ち が み ん な で 歌 い な が ら 蛍 狩 り を

する様子を描 いてい ます。  

 

蛍 狩 り を す る 中 に 、 太 郎 の い と こ の お 玉 が い て 、 大 き な 蛍 の 中 に 太 郎 の 姿 を

見て追いかけ ます。す ると、まっくらに なっ て、橋のようなも のが 見えて、橋

の 上 に 人 間 よ り ず っ と 大 き い 、 羽 根 の 生 え て い る 魔 物 が い ま す 。 お 玉 が 魔 物

に太郎をさら ってい ったのかと聞 くと、「 攫（さら）ひはしな いが、誘つた事

ア誘つた」と言い 、「 私は夜の神の 家来の 、闇と云ふ魔物な ん だ」と名乗りま

す。  

 

魔物はお玉を 蛍地獄 にいる太郎の ところ へ案内し、太郎はお玉 に、「 蛍つても

のは、夜の神様の お 気に入りで、闇の 夜 を飾る星の精」だ か ら、「蛍は只 眺め

てるだけで、けして取 るんぢやない と云ふ 事を、よく話 してあげ とくれ？」と

言うのです。そし て、太郎の姿は消 え、お玉 は、みんなに太郎 の言 葉を伝え、

村 で は 蛍 を 取 ら な く な っ て 、 夜 の 景 色 が 綺 麗 に な っ た と い う 結 末 に な っ て い

ます。  

 

私は最近、『 幼年世界 』の小波作品を読 む 機会を得まし たが、この作品は、特

に、小波が得意な 歌、魔物の正体、蛍を 星の 精に見立てる 美しい 描写、殺生を

禁じることな ど、短 い作品の中に 、「 おと ぎばなし」の宝物が 多くつまって い

る作品だと思 いまし た。（Ｙ）  

 

＊旧字は適宜 、新字 に改めました 。  

＊ 『 幼 年 世 界 』 の 該 当 号 は 大 阪 府 立 中 央 図 書 館 国 際 児 童 文 学 館 で 所 蔵 し て い

ます。  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

新型コロナウ イルス 感染症拡大の 状況に より、今月は 休載い たします。  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●追悼展「あ りがと う  絵本作家 ・田畑 精一の歩いた 道」  

昨 年 亡 く な っ た 絵 本 作 家 ・ 田 畑 精 一 さ ん の 画 業 を 偲 び 、 絵 本 や 紙 芝 居 な ど の

原画や、若い ころ制 作に関わった 人形な どが展示され ます。  

会  場：ギャ ラリー 路草（東京都 豊島区 ）  

会  期：６月 24 日（ 木）～６月 29 日（火 ）  午前 11 時～午後 ６時  

入場料：有料  高校 生以下無料  

主  催：「 ありがと う  絵本作家・ 田畑精 一の歩いた道 」実行 委員会  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html


※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『夜 明 けをつれてくる

犬』を１名の方に プレ ゼントします。ご 希望 の方は、メールで 件名「メルマガ  

NO.129 プレゼント希 望」とし、 (1)お名前  (2)郵便番号・ 住所  (3)電話番号  

(4)メールアドレス、よろしければ  (5)このメルマガの ご感想 をお書きのう え  

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は６月 10 日（木 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

不要不急の外 出自粛 が続くなか、 ホーム センターの種 苗コー ナーは、この と

ころおおはや り。家 庭菜園に加え てベラ ンダ菜園のニ ーズが 急増中のよう で

す。自分が育 てた野 菜が食べられ るとい う喜びや、ご 近所さ んや職場の同 僚

におすそ分け するの も楽しいもの です。（ ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 
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